
 

いのはら・しゅうぞう 
 

福山誠之館同窓会会長（第６代）、医師 

 

経 歴 

生：明治３９年（１９０６年）７月１６日、広島県深安郡下竹田（現福山市神辺町下竹田）９１５番地生まれ 

没：平成１７年（２００５年）５月２２日、享年９９歳 

大正１３年（１９２４年） １７歳 広島県立福山中学校（誠之館）卒業 

昭和６年（１９３１年）３月３１日 ２４歳 熊本医科大学卒業 

昭和６年（１９３１年）４月１日 ２４歳 熊本医科大学産婦人科教室副手 

昭和６年（１９３１年）１２月 ２５歳 宗田敏子と結婚 

昭和１０年（１９３５年）３月１日 ２８歳 朝鮮全羅南道立順天病院産婦人科部長 

昭和１０年（１９３５年）３月１日 ２８歳 叙七位（病院医任官） 

昭和１０年（１９３５年）７月３０日 ２９歳 医学博士 

昭和１１年（１９３６年）９月１日 ３０歳 産婦人科医院を開業（福山市米屋町） 

昭和１２年（１９３７年）９月１日～１４年（１９３９年）９月３０日 ３０～３３歳 大東亜戦争に応召、中支戦線に従軍、陸軍軍医少尉 

昭和１６年（１９４１年）９月１日～１８年（１９４３年）２月２８日 ３５～３６歳 再度応召、北満州で従軍 

昭和１９年（１９４４年）２月１０日 ３７歳 勲六等単光旭日章（従軍） 

昭和２４年（１９４９年）１２月１６日 ４３歳 福山市医師会に入会 

昭和２５年（１９５０年）４月２８日 ４３歳 福山市医師会監事 

昭和２７年（１９５２年）５月２７日 ４５歳 福山市医師会理事 

昭和２９年（１９５４年）７月１４日 ４７歳 広島県 PTA 連合会長表彰（PTA 役員、民主教育推進の功労） 

昭和３２年（１９５７年）３月２５日 ５０歳 広島県医師会理事 

昭和３３年（１９５８年）４月１２日～５９年（１９８４年）３月２８日 ５１～７７歳 福山市医師会会長（第７代［在任１３期２６年］ 

昭和３３年（１９５８年）４月１２日～６３年（１９８８年）３月 ５１～８１歳 福山市医師会附属看護学院長（在職３０年） 

昭和３３年（１９５８年）１０月５日 ５２歳 福山市長表彰（学校教育の充実振興の功労） 

昭和３４年（１９５９年）１２月１０日 ５３歳 福山市連合衛生委員協議会特別委員 

昭和３５年（１９６０年）４月１日 ５３歳 福山市国民健康指導医 

昭和３５年（１９６０年）４月１日 ５３歳 福山市学校保健会長 



昭和３６年（１９６１年）１月２３日 ５４歳 広島県知事表彰（国保事業発展充実の功労） 

昭和３６年（１９６１年）１０月２３日 ５５歳 中国電気通信局長表彰（電信電話事業推進発展の功労） 

昭和３６年（１９６１年）１１月８日 ５５歳 広島国税局長表彰（納税貯蓄組合事業拡充推進の功労） 

昭和３７年（１９６２年）４月１日 ５５歳 福山市国民健康保険運営協議会委員 

昭和３８年（１９６３年）１１月１日 ５７歳 広島県福山保健所運営協議会委員 

昭和３９年（１９６４年）５月９日 ５７歳 広島県学校保健会副会長 

昭和３９年（１９６４年）９月 ５８歳 紺綬褒章 

昭和４０年（１９６５年）３月３０日 ５８歳 福山市長表彰（納税貯蓄組合普及発展の功労） 

昭和４０年（１９６５年）４月１日 ５８歳 広島県医師連盟副委員長 

昭和４０年（１９６５年）１１月２３日 ５９歳 広島県県知事表彰（納税組合充実発展の功労） 

昭和４２年（１９６７年）４月１日 ６０歳 福山市立走島中学校校医 

昭和４２年（１９６７年）４月１５日 ６０歳 広島県医師会優生保護会指定医選考委員会委員 

昭和４２年（１９６７年）１１月２８日 ６１歳 広島県医師会学校医部会副会長 

昭和４３年（１９６８年）５月２７日 ６１歳 財団法人広島県成人病予防協会評議員 

昭和４４年（１９６９年）４月３日 ６２歳 広島県学校医部会委員会委員 

昭和４４年（１９６９年）８月１日 ６３歳 福山市公害対策審議会長 

昭和４５年（１９７０年）２月１日 ６３歳 福山市公務災害補償認定委員会委員 

昭和４５年（１９７０年）５月１０日～６３年（１９８８年）５月１４日 ６３～８１歳 福山誠之館同窓会会長（第６代、在任１８年） 

昭和４５年（１９７０年）１０月２日 ６４歳 福山市長表彰（国保事業の発展推進の功労） 

昭和４５年（１９７０年）１１月９日 ６４歳 広島県医師会地域保健対策協議会特別委員 

昭和４６年（１９７１年）４月１日～６１年（１９８６年）３月 ６４歳 日本医師会代議員 

昭和４６年（１９７１年）４月１日 ６４歳 広島県医師会産業医学委員会委員 

昭和４６年（１９７１年）４月１日 ６４歳 広島県医師会地域医療対策審議会委員 

昭和４６年（１９７１年）８月１９日 ６５歳 福山市特別職報酬審議会委員 

昭和４６年（１９７１年）１０月３１日 ６５歳 広島県教育委員会表彰（離島走島中学校医、

学校保健の充実発展の功労） 

昭和４６年（１９７１年）１１月１０日 ６５歳 福山市長表彰（医療保健の充実発展の功労） 

昭和４６年（１９７１年）１１月２３日 ６５歳 広島県知事表彰（医道の高揚と地域住民の保

健衛生の管理向上の功労） 

昭和４８年（１９７３年）６月１７日 ６６歳 日本母性保護医協会広島県支部副支部長 

昭和４８年（１９７３年）８月２８日 ６７歳 広島県医師会医療基本問題研究委員会委員 

昭和４９年（１９７４年）４月１日 ６７歳 広島県地域医療委員会委員 

昭和４９年（１９７４年）４月１日 ６７歳 福山地区地域保険調査会会長 

昭和５１年（１９７６年）５月１５日 ６９歳 広島県病院協会表彰（協会事業発展の功労） 



昭和５１年（１９７６年）８月２０日 ７０歳 全国国民健康保険組合協議会長表彰 

昭和５１年（１９７６年）１１月２日 ７０歳 広島県医師会健康教育委員会委員 

昭和５１年（１９７６年）１１月３日 ７０歳 勲五等双光旭日章 

昭和５６年（１９８１年）１１月 ７５歳 日本医師会最高優功賞 

平成１６年（２００４年） ９８歳 日本医師会より白寿祝 

平成１７年（２００５年）３月 ９９歳 福山市医師会より白寿祝 
 

 

生い立ちと学業、業績 

広島県深安郡下竹田村（現福山市神辺町下竹田）９１５番地において、父勝太郎、母理津の

二男として生まれる。 

大正１３年（１９２４年）広島県立福山中学校（誠之館）を卒業。 

昭和９年（１９３４年）熊本医科大学卒業。 

 

産婦人科医 福山市医師会長 誠之館同窓会長。 

 

昭和１１年（１９３６年）９月１日福山市米屋町において産婦人科医院を開業。 

福山市医師会各役員歴任ののち、昭和３７年（１９６２年）から昭和５９年（１９８４年）まで、長期

にわたり福山市医師会長とし活躍されたが、折りからの福山市の急速な拡大と発展期にあた

り、看護学校の拡充、医師会検査センターの新設など地域医療への急速な要望と拡大の時

期に際し、これに対処すべく強力な医師会事業の充実に努力された。 

 

戦前から誠之館同窓会の役員として尽力されたが、やがて昭和４５年（１９７０年）、誠之館同

窓会長（第６代）に就任、以後４期に亙り尽力された。 

この間木之庄現校舎への移転、新誠之講堂の建設と募金、やがて到来した総合選抜制度の

施行と県公教育荒廃の厳しい環境の中で、敢えて母校の伝統を称え『誠之館百三十年史』発

刊を志され、６年の歳月を経てこれを完成されるなど、同窓会発展の基盤を固められた。 

この間の幹事長は石井淳、正木登、牧本典男の各氏である。   （岩崎博、昭和１９年卒） 

 

誠之館所蔵品 

管理№ 氏 名 名 称 制作／発行 日 付 

０４５８９ 
猪原修三先生追悼誌編

集委員会 編 
『猪原修三先生追悼誌』 福山市医師会 平成１８年 

 

 



出典１：『猪原修三先生追悼誌』、猪原修三先生追悼誌編集委員会編、福山市医師会刊、平成１８年４月 

２００４年１０月２１日更新：経歴●２００５年５月２７日更新：経歴●２００６年３月２日更新：経歴・本文（深安郡→福山市）●２００６

年６月１６日更新：タイトル●２００７年１月２３日更新：経歴・本文・出典●２００８年２月７日更新：経歴・本文・誠之館所蔵品●２０

０９年１０月３０日更新：経歴・本文・誠之館所蔵品・出典● 

 


